
生産進捗（ライン別） 稼働率

受注残（件数） 工程進捗状況

完了　  35%

83.6％

合計

56件

128件
加工中  35%

未着手  35%

まずは、
現在の運用状況・課題を
お聞かせください。
貴社の生産管理に関するお悩みや、
現在のシステム・紙/Excelでの運用状況をお伺いし、
Speedy・Kaiがどのようにフィットするかを
ご提案いたします

ご相談・お問い合わせはこちら

Webからのお問い合わせ

製品紹介ページ
Speedy・Kaiの機能や特徴を
詳しくご紹介します。

ご相談・お見積り依頼など、
こちらからご連絡ください。

お問い合わせ

お電話のお問い合わせ メールでのお問い合わせ

下記アドレスまで
ご連絡ください。

t_system@topse.co.jp

受付時間：平日 9:00-17:30下記フォームより
お気軽にご連絡ください。

023-615-1270
フォームでのお問い合わせ

・・・

製品情報・導入事例をご覧いただけます

◆本社
　〒990-0024 山形県山形市あさひ町19-13

◆東京事務所
　〒140-0002 東京都品川区東品川2丁目2番4号   

◆尾花沢事務所
　〒999-4552 山形県尾花沢市荻袋1490-124

◆大阪事務所
　〒564-0051 大阪府吹田市豊津町1-18

天王洲ファーストタワー 7F エクラート江坂ビル 3F



業種や生産形態に合わせた
システムを構築。
業種や生産形態毎の課題に寄り添い。見積・受注から生産・出荷・原価管理まで
一元管理。業務にフィットする運用で、現場の生産性と利益体質作りを支援します。

システムの導入から、
運用の定着まで支援。
導入前の業務整理から、運用設計・設定。教育、稼働後のフォローまで一貫してサポート。
現場に寄り添い、定着・改善まで伴走します。

金型製造 FA装置・
産業機械製造

課題

活用ポイント

見積の精度や原価の把握が難しく、利益確保が不安定。

見積から原価まで一元管理し、精度向上と利益確保に貢献

課題

活用ポイント

部品点数が多く、納期・進捗の管理が散漫になりやすい。

工程・資材・納期を可視化し、遅延リスクを低減。

機械・
精密部品加工

組立・加工製造ｂ

課題

活用ポイント

小ロット・多品種で、段取り替えや原価管理の負担が大きい。

工程別の実績と原価を可視化し、無駄を削減。

課題

活用ポイント

組立と加工の連携が不十分で、手戻りや在庫が発生。

工程連携と在庫管理を強化し、リードタイムを短縮。

プレス加工 樹脂成型 表面処理 ゴム製品加工

上記以外の業種・加工形態にも柔軟に対応可能です。お客様の業務に合わせた最適な運用をご提案します。

医療機器製造

その他の対応業種

導入から定着までの6ステップ

選ばれる理由

1

2　　　　　　

3

4

5

6

現状業務の確認

課題と管理項目の整理

運用方法の設計

システム設定・必要な対応

操作説明・運用開始

稼働後のフォロー

製造業で培った
導入経験

現場に合わせた
運用設計

見積から原価まで
一元管理

導入後も継続して
支援Web型システム

現状の業務フローや課題をヒアリングし、
業務の全体像を整理します。

・業務フローの確認
・課題の可視化

解決すべき課題を明確化し、
管理すべき項目を整理します。

・課題の優先順位付け
・管理項目の定義

現場にフィットする運用ルールや
業務フローを設計します。

・運用ルールの設定
・業務フローの設計

設計した運用に基づき、システム設定や
マスタ登録などを実装します。

・システム設定
・初期データ登録

操作説明やトレーニングを実施し、
スムーズ運用を開始します。

・操作トレーニング
・運用開始サポート

稼働後も定期的にフォローし、改善提案や
活用支援を行います。

・定期フォロー
・改善提案・活用支援

多様な製造業の導入実績に
基づき、現場目線で最適な
運用をご提案します。

業務フローや管理体制に
合わせた柔軟な設計で
ムリなく運用を定着。

見積・受注・工程・在庫
出荷・原価を一つのシステム
でつなぎます。

インターネット環境があれば
どこからでも利用可能。
在宅や拠点間でも連携。

運用サポートや改善手案を
継続し、成果につながる
運用を支援します。

Speedy・Kaiの活用シーンと導入サポート



Speedy・Kaiの活用シーンと導入サポート

AIエージェント 生産管理データを、判断に使える情報へ。

情報のやり取りをオンラインで。つながる現場で、もっとスムーズに。

納期遅延リスクの抽出
遅延リスクが高い受注や工程を
自動で抽出します。

AIエージェントがデータを解析し、リスクや課題、改善のヒントを提案します。
「気づき」を「次の一手」につなげ、現場の判断と行動をサポートします。

外注先・発注先ポータル連携

発注先・外注先との情報をポータルでつなぎ、伝達・確認・回答のやり取りを効率化。
リアルタイムに状況が共有され、納期遵守と信頼関係の強化を実現します。

ポータル連携で実現すること

発注情報の共有

つながることで、
得られる効果

情報の伝達速度向上 対応スピードの向上 納期遵守率の向上 信頼関係の強化 管理工数の削減

発注内容・図面・仕様書を
オンラインで共有
最新情報をいつでも確認
できます。

希望納期に対する回答を
ポータル上でやり取り、
回答の期限も自動で
記録されます。

工程の進捗状況を
リアルタイムに回答。
遅延の早期把握に
つながります。

入荷予定日を共有し、
自社の生産計画・在庫計画に
反映できます。

ポータル上のやり取りで
確認遅れや伝達ミスを削減。
やり取りの履歴も一元管理
できます。

納期回答 進捗回答 入荷予定 電話・メール
確認の削減

在庫不測の確認
在庫が不足する可能性のある
部品・材料を事前に感知します。

発注漏れ候補の抽出
未発注・未手配の可能性がある
材料を自動でピックアップします。

赤字案件の確認
利益率の高い、または赤字の
案件をすぐに確認できます。

過去実績の検索
過去の類似案件や実績を
すぐに検索・比較できます。

管理者向け要約
日次・週次でデータを集計、集約し、
経営判断をサポートします。

こんにちは、AIエージェントです。

データを解析し、今注目すべき

ポイントを、お知らせします。

発注先ポータル 外注先ポータルSpeedy・Kai

・  発注情報の確認
・  納期回答
・  進捗回答
・  入荷予定の確認

・  発注情報の確認
・  納期回答
・  進捗回答
・  入荷予定の確認

発注・管理
データベース

リアルタイム
ステータス共有



Speedy・Kaiの全体像

購買から利益まで、
製造にかかるコストを管理
発注・外注の進捗や入荷状況をリアルタイムに把握し、原価を見える化
無駄なコストを抑え、利益確保に向けた正確な判断をサポートします。

Speedy・Kaiは、購買・外注の発注管理から原価の見える化までを一元管理し、
「予定」と「実績」を比較することで、利益に直結する改善アクションを支援します。

購買・外注の発注業務を効率化し、納期・入荷までを一元管理。

材料の発注・納期・入荷
状況をリアルタイムに管理

材料・部品の発注から入荷まで一元管理。

材料

目標20.0%以上

利益率注意

18.5%

購買発注管理

購入部品の価格・納期を
正確に把握し、計画に反映

部品
外注先への発注・納期・進捗を
一元管理し、納期遅延を防止

外注

発注管理 予定原価と実績原価を比較し、利益状況をリアルタイムに可視化。

案件・製品・工程ごとに原価を詳細に把握し、利益の源泉と改善ポイントを明確化。

コスト超過の早期発見

原価管理

納期遅延のリスクを早期に察知し、対策を支援。
納期管理

外注先への発注・進捗・納期をまとめて管理。
外注発注管理

入荷予定・実績を可視化し、在庫・工程に反映。
入荷状況確認

未納・未入荷の発注残をリアルタイムで把握。
発注残管理

過去の発注履歴を検索、参照し、見積・交渉に活用。
発注履歴

『忙しいのに利益が残らない』原因を  案件・製品・工程単位で分析できます。

！

前月比 +1件

赤字リスク

3件
前月比 +8.2%

受注残

￥856,000

前月比 +5.6%

購買発注残 外注発注残

￥265,000

前月比 +4.1%

￥243,000
！

￥887,000 ￥336,000 ￥285,000 36 h 18.5%

価格交渉・使用見直しの判断材料に 利益確保に向けた改善アクションを支援



Speedy・Kaiの主要機能

工程の流れと在庫の状況を一元管理し、現場判断をスピーディに。
ムダな待ち時間や在庫の過不足をなくし、スムーズな生産と安定供給を実現します。

工程の流れを見える化し、遅延の早期発見と的確な指示出しを支援します。

受注製番 製造工程 作業ステータス

工程別の進捗管理

作業予定と実績の比較

遅延工程の抽出

設備・担当者別確認

モバイル入力

工程管理 在庫の状況をリアルタイムに把握し、過不足分の防止と
適正在庫の維持を支援します在庫管理



Speedy・Kaiの主要機能

見積・受注を正確に管理し、製造・出荷までの業務をスムーズに連携。

見積から受注への転記を減らし、製造部 門への伝達漏れを防止します。

正確でスピーディーな見積作成と、情報の一元化を実現。見積管理

過去実績の活用

見積情報の一元管理

図面・資料の紐づけ

類似案件の参照

過去の見積・受注実績をもとに、根拠ある見積作成を支援します。

見積ステータスや担当者、金額を一元管理し、進捗を可視化します。

図面や仕様書などの資料を見積に紐づけて、必要な情報をすぐに確認。

AIが過去の塁維持案件を提案し、見積精度の向上と作業時間の短縮に貢献します。

受注から出荷までの進捗を一元管理し、確実な納期対応を実現。

見積から受注、製造指示までスムーズに連携

見積
見積情報から
受注へ展開

受注管理

受注情報の登録

納期・数量・金額管理

受注残管理

出荷状況確認

顧客・品目・納期・数量・金額など、受注情報を正確に登録・管理します。

納期や数量、金額を一元管理し、確実な納期対応と収益管理を支援します。

受注残の数量や金額をリアルタイムで把握し、受注の可視化を実現します。

出荷ステータスを可視化し、納期遅延の早期発見と対応を可能にします。

見積からの受注展開 見積情報を活用して受注をスムーズに作成。転記作業の削減とミス防止に貢献します。

受注
納期・数量・金額を
確定・管理

製造指示
受注情報をもとに
製造指示を自動連係



Speedy・Kaiの全体像　

見積から原価まで、
製造に関わる情報を一元管理。
見積・受注から生産・在庫・出荷、実績原価・利益管理まで。
部門や業務の壁を超えて情報をつなぎ、ものづくりの効率化と経営判断のスピードを高めます。

Speedy・Kaiは、製造業の業務プロセスを横断的につなぐ統合型生産管理システムです。
情報の一貫性と可能性を高め、現場の生産性向上と経営の意思決定を協力にサポートします。

見積 受注 出荷生産計画・
工程手配

材料・部品の
発注

製造実績・
進捗管理

入出庫・
在庫管理

実績原価・
利益管理

・過去実績や標準工数を活用し、
　スピーディに見積作成
・見積履歴・条件を一元管理

・顧客情報 ・案件管理

・見積作成 ・提出

・見積管理

・生産計画 ・工程管理

・負荷管理 ・進捗管理

・製造指示

営業部門 生産管理部門

外注先・発注先

二重入力を削減
情報を一元化し、部門ごとの重複入力や
転記作業を削減。入力ミスも防止ます。

部門間の確認作業を削減
必要な情報をシステム上で共有し、
確認・照合作業の手間を削減します。

最新状況をリアルタイム共有
進捗・在庫・原価などの最新情報を
リアルタイムに共有し、意思決定を迅速化

見積から実績原価まで追跡可能
案件ごとの収益性を可視化し、
改善活動や次回見積の精度向上に貢献。

製造現場 購買部門 在庫・倉庫部門

受注登録見積書

・見積内容を引き継いで受注入力
・納期・価格・使用を一元管理

工程計画（ガントチャート）

・納期から逆算した生産計画を立案
・工程・負荷を可視化し、効率的に手配

発注一覧

・所要量から自動で発注提案
・発注履歴・納期を一元管理

工程進捗

・作業実績をリアルタイムに収集
・進捗の見える化で遅延を早期発見

在庫一覧

・入出庫をリアルタイムに反映
・ロット管理で在庫精度を向上

出荷指示
全てがつながると

異常を早期に検知

データに基づく意思決定

・出荷指示から納品・売上へ連携
・出荷状況をリアルタイムで把握

ダッシュボードで受注・進捗・在庫・原価を
リアルタイムに把握。

納期遅延や在庫不足などのリスクを
アラートでお知らせ。

精度の高い原価・利益データで、
迅速かつ的確な経営判断をサポート。

！

・作業実績の入力

・進捗、不良の登録

・帳票、指示の確認

・  発注情報の共有
・  納期回答の管理

・  検収、受入管理
・  品質、実績のフィードバック

・入出庫処理

・在庫管理  ・棚卸

・ロット、期限管理

経営・管理部門　

・原価利益の分析

・KPIモニタリング

・経営レポート出力

・発注

・納期管理

・仕入れ先管理

・購買進捗の確認

Speedy・Kaiが
もたらす効果



Speedy・Kaiの考え方

生産管理システムを導入しても
現場で使われなければ意味がありません。
多くの製造業では、いまだにアナログな管理や部門ごとのバラバラな運用が残り。
情報がつながらないことで、ムリ・ムラ・ムダが発生しています。

システムに現場を合わせるのではなく、
「現場に合わせて」システム運用を構築する。
Speedy・Ka iは、現場の業務プロセスや考え方を尊重し、
使いやすく・見える・つながる生産管理システムとして、定着と改善を支援します。。

こんなお悩みはありませんか？

01 工程の進捗が見えない

どこまで進んでいるのかが分からず、

納期回答にも時間がかかる。

02 紙やExce lが残っている

手書きやExcelでの管理が中心で

転記ミスや集計の手間が発生している

1 紙・Exce l・属人管理

が実現する未来

情報が分断され、ムダが発生

2 Speedy・Kaiで情報を一元化

現場に寄り添う運用で、見える化を実現

3 営業・製造・購買・管理部門が
同じ情報を共有

意思決定が早くなり、競争力が向上

転記ミス・二重入力が発生

進捗・在庫・原価をいつでも
確認でき、迅速に対応。

リアルタイムで
状況を見える化

ムリ・ムラ・ムダを削減し、
現場の効率を最大化

ムダを減らし、
生産性を向上

正確な原価管理と分析で、
利益体質の経営を実現。

データで改善し、
利益を最大化

使いやすく、現場に寄り添う
運用で継続的に活用。

現場が使い続ける
仕組みを定着

03 在庫が合わない・見えない

実在庫とシステムの数が一致せず、

欠品や過剰在庫が発生してしまう。

04 発注漏れ・手配ミスが起きる

05 原価が分からない・遅い

製品ごとの原価がリアルタイムで

把握できず、利益管理が後手になる。

06 属人化していて引き継げない

ベテランのノウハウに依存しており、

担当ysがいないと業務が止まってしまう。

07

！

システムが業務に合っていない

パッケージや標準機能に合わせることが優先され

現場のやり方と合わず、結局使われなくなる。

08 部門ごとに情報がバラバラ

営業・製造・購買・管理で使う情報が

異なり、二重入力や確認の手間が多い。

必要な部材の発注タイミングを

見逃し、納期遅延やコスト増につながる。

これらの課題を解決するには、システムを導入するだけでは不十分です。
「現場で使われる仕組み」として、定着させることが不可欠です。

Speedy・Kaiは、単なるシステムの提供ではなく、導入後の運用設計から定着・改善まで伴走します。
「現場に合った使いやすさ」と「つながる情報基盤」で、現場力と経営力を同時に強化します。

リアルタイムで状況がつかめない

属人化・ブラックボックス化が進む

進捗・在庫・原価をリアルタイムに把握

使いやすい画面で、現場が自ら活用

現場の業務に合わせた運用で定着

部門をまたいで同じデータを共有

納期回答の精度向上・リードタイム短縮

データに基づく、経営判断が可能に
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